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今年度も、多くの皆様にお集まりいただきました。ありがとうございました。数
年前までは、このような研修会は、各市町村が会場を持ち回り、参集型で行ってい
ました。3年前から、コロナ対策として、また、遠方からご参集いただく方のご負
担も鑑み、オンラインで開催するようになりました。スムーズな運営に努めたつも
りではおりますが、それでも、一部聞き取りにくいところがあったようです。 
時間を忘れて交流で盛り上がり、「こういう時はどうしていますか。」「私たちはこ

んなふうにしています。」と、活発な意見が交わされました。皆様からのアンケート
をもとに、今後も、大切なことは可茂地区皆で共有し、仲間同士とつながり、学び
のあるリーダー研修会になるよう、工夫改善していきたいと思います。お忙しい中、
ご協力いただき、ありがとうございました。 

＜交流の後、話題に上がったものの一部を下に掲載させていただきます。＞ 
テーマ：「効果的に実践するために工夫していること」 

      ・令和５年度家庭教育学級の運営や年間計画について 

     ・「話そう！語ろう！わが家の約束」運動について 
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令和５年度 ５月号 

可茂地区家庭教育学級応援通信 

新緑に寄せ、子ども達の健やかな育ちを願います！ 

家庭教育楽しさ再発見！～関わろう・学び合おう・高めよう～ 

可茂地区トレジャーワード 

１／２ 

家庭教育学級リーダー研修会への参加、ありがとうございました！

うございました。 

＜幼稚園・保育園・こども園対象 ブレイクアウトセッションより＞ 
＊どの園も、学級生が「やってみたい」と願って運営されている。 
＊取組の内容だけでなく、ねらいを明確にもって実践することを大事にしている。講座のあとに 
家庭で親子で実践する時間をもち、学習の内容を広げたり、深めたりしている。 

＊参加率アップを目指すため、家庭教育学級と園行事とを重ねたり、行事を土・日に実施した

り､親子で取り組む講座を設けたり、等の工夫をしている。「わが家の約束」運動は、長期休
業中に実施したい。 

＊在宅取組では、愛着や躾（基本的な生活習慣等）に関わる内容が多い。 
＊今年度の傾向として、ここ数年できなかった参集型を多く取り入れる園が多い。（給食試食会
や調理実習等）コロナ禍でできなかった活動を少しずつ以前の形に戻していきたい。 

＊学年単位や小規模の活動を増やす中で、親と子だけでなく、親と親同士がつながるようにし 
たい。 

＊リーダーの負担を減らしながら質のよい学びができるよう、市町村主催の講座をもち、 
それを家庭教育学級に利用してもらっている。 

＊家庭教育学級の開催の数や担当者による講話を、どの園も同じように位置づけていく。 
＊家庭教育学級を学ぶ動画「みんなで家庭教育」を取り入れてみたい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家庭教育学級の年間計画を提出願います！ 
リーダーさん ☞ 園・学校担当者 ☞ 市町村担当者 ☞ 可茂県事務所 

（５月末をめどに、よろしくお願いします。） 
※すでにご提出いただいた方、ありがとうございます！訪問・取材、楽しみです。 

 

【幼稚園・保育園・こども園家庭教育学級リーダー研修会】 
（オンデマンド配信します） 

 
５月１９日（金）～６月中旬まで配信します。   

                           
＊岐阜県の家庭教育         時間の目安 
 ｢岐阜県環境生活政策課より｣    
＊可茂地区の家庭教育     
＊実践発表                         
＊グループ交流・発表      
＊ご挨拶             

都合により、研修会に参加できなかった 
市町村の皆さん、ご活用ください！  

時間が足りなくなるくらい、熱いセッションをしていただきました。 

＜小・中学校対象 ブレイクアウトセッションより＞ 
＊交流したどの学校も、親子の交流を大切にし、その中で学びを進めている。 
（情報モラル・命・性・食・健康安全・歯磨き等） 

＊市町村の施設を積極的に利用している学校がある。（給食センターや各種支援施設等） 
連携を図りながら進めていくことは大切である。 

＊長期休業を利用し、一家庭一実践に料理を取り入れ、親子の交流をはかっている学校も 
ある。 

＊『わくわく』とした楽しさの中に「参加してみたい」「やってみたい」と思える学びを組み入れて 
いくことが効果的ではないか。 

＊コロナ対策が緩むことで活動の幅が広がっていく。これまで以上に活発に活動したい。サロ 
ン型や参集型、講演会等で親子、親同士のふれあい（つながり）を大切にしていきたい。 

＊参観日等との抱き合わせで開催することで、参加者を増やすようにしたい。オンラインで実 
施という案も出ている。学校と家庭だけでなく、地域の人も巻き込んで活動を推進している 
ところもある。 

＊市町村主催の講演会を積極的に利用したい。 
＊どうしたらもっとよくなるか、常に考え、工夫し、実践に結び付けたい。 

家庭教教育学級リーダー研修会のアンケート 

はおすみですか？まだの方、5月末までにご意 

見をお寄せください。 こちらのコードから → 
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／ 

２   

幼・保・こ園関係者 小・中学校関係者 

パスワード 
JrNVbdJ2 

 
 

 1：00 ～ 15：00 
15：50 ～ 28：00  
29：20 ～ 40：25 
43：15 ～ 52：45  
54：00 ～ 56：50 


